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血液製剤の安定供給のためには、その原料である献血血液を将来に亘り安定的に確保する必要
があるため、厚生労働省では、基本方針に基づき、毎年度献血推進計画を定めているほか、複
数年の期間を対象とした献血推進に係る中期目標を設定している。
これまで中期目標として平成17 年度から「献血構造改革」、平成22 年度からの「献血推進
2014」、平成27 年度からの「献血推進2020」、令和3 年度からの「献血推進2025」が設定
され、献血者確保の取り組みが行われた。
「献血推進2025」の設定にあたっては、日本赤十字社が令和元年10 月の血液需要将来推計シ
ミュレーションをもとに新たに行った需要推計に基づく必要献血者シミュレーション結果に加
え、厚生労働科学研究「新たなアプローチ方法による献血推進方策と血液製剤の需要予測に資
する研究（田中純子班）」の研究結果及び献血推進調査会の委員の意見を踏まえ設定された。
この中期目標設定にあたっては、新型コロナウイルス感染症の影響を十分に考慮できていない
ため、中間年である令和5 年度を目途に達成目標のそれぞれの項目の実績値を確認し、必要に
応じて見直していくこととされていた。
今回、コロナ禍の時期を含むNDB/血液製剤/献血者数データを用いて、再解析を行い、献血推
進2025目標値の検証および献血推進2028の目標値案を提示する

背景
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薬事・食品衛生審議会薬事分科会血液事業部会 令和５年度第２回献血推進調査会（令和５年１０月２３日）議事抜粋

○仲島血液対策課長補佐 ～略～
もう１つ、前回の推進調査会で説明をさせていただいた「献血推進に係る新たな中期目標「献血推進2025」」

の目標値の見直しに関する件です。

まず、新型コロナウイルス感染症の及ぼす影響が見通せなかったということから、「中間年である令和５年度を
目途に、達成目標の実績値を確認し、必要に応じて見直すこと」とされました。本年の第１回の献血推進調査会
で、策定時にシミュレーションを行っていただいた日本赤十字社と厚生労働科学研究で再度確認をしていただき、
今後の調査会で見直しの必要性に関して御議論いただくということを案内していたかと思います。

献血に関しては、基本方針や献血推進計画本文もあることから、「献血推進2025」の目標年度を令和10年度
(2028年度)まで延長し、役割分担も含めて検討し、次の中期目標で法律、基本方針、計画・目標が一連のものと
なるよう整理したいと考えています。当初の目標値の妥当性や2028年まで延長した場合の目標値については、厚
生労働科学研究で検証に当たっていただいておりますので、来年度の第１回献血推進調査会において御審議いた
だくことを考えております。前回の調査会で、２月、３月に臨時でということをお話させてもらったのですが、
先のほうまで見通して、来年度の第１回、７月頃に予定している調査会で御議論いただけたらということで、そ
の旨、御報告させていただきたいと思っております。以上です。
～略～

「献血推進2025」の目標値の妥当性
令和10年度(2028年度)まで延長した場合の目標値

令和6年度第１回献血推進調査会（7月）では下記について報告
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令和2年度第3回献血推進調査会（令和3年1月28日）

田中班より報告

需要推計について
日赤より報告

2025年の血液製剤の需要に必要な献血者数
田中班推計では、 477～505万人
日赤推計では、 485～509万人

参考資料 4



令和2年度第3回献血推進調査会（令和3年1月28日）

「献血推進に係る新たな中期目標「献血推進2025」」の目標値

田中班より報告 日赤より報告

目標値は日赤のポジ
ティブ予測の値

目標値について

参考資料 5



日赤：血液事業の現状（供給実績）
から使用実態の把握が可能

NDB：免疫グロブリン製剤の処方実績から
使用実態の把握が可能

【需要】血液製剤の需要と必要献血者数の予測

１）輸血用血液製剤の需要予測
日赤：血液事業の現状（2010-2020）の血液製剤「供給」実績を基に、輸

血用血液製剤の需要予測を行う。
また、需要予測において患者年齢を考慮するために、東京都輸血状況調査
（2010-2020）の調査結果を合わせて用いる。

２）原料血漿量の需要予測
NDB：国内製免疫グロブリン製剤の処方実績（2010-2021）を基に、免疫
グロブリン製剤の需要予測と、そのために必要な原料血漿量を算出する。

３）必要献血者数の算出
①輸血用血液製剤の需要予測結果から、全血献血、血小板献血、血漿献血
（製剤用）の必要献血者数に換算する。
また、② 必要原料血漿量から全血献血転用分を除いた、血漿献血（原料血
漿用）の必要献血者数を算出する。

血漿
製剤用

原料
血漿用

原料
血漿

転用分

原料血漿

解析方法の概要

【供給】献血者数の予測

全献血者の資料（2006-2020年、毎年約500万人）を基に、性・年齢別献
血率を算出し、年齢・時代・コホート(APC)モデルに当てはめて、将来の予
測献血者数と2025年・2028年の予測献血率（年齢階級別）を算出する

【目標値】2025年・2028年献血率目標値の算出
需要と供給の差から不足献血者数を算出し、2025年・2028年の予測献血率
（年齢階級別）に不足分を上乗せし、献血率目標値を算出する 6
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① 人口1,000人当たりの血液製剤供給単位数（2010-20）
と ② 推定血液製剤需要単位数（2022-30）

① 人口1,000人当たりの血液製剤供給単位数（2010-20）
と ② 推定血液製剤需要単位数（2022-30）
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日赤 血液製剤供給単位数日赤 血液製剤供給単位数（単位数）

「東京都輸血状況調査結果」年齢別血液製剤使用状況「東京都輸血状況調査結果」年齢別血液製剤使用状況

（人） 年齢3区分の割合を用いる

24%

63%

【需要】血液製剤の需要と必要献血者数の予測

１）輸血用血液製剤の需要予測
【需要】血液製剤の需要と必要献血者数の予測

１）輸血用血液製剤の需要予測

13%

③推定血液製剤需要単位数（2021-30）③推定血液製剤需要単位数（2021-30）

血液製剤単位数
血液製剤供給単位数

（実績）
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【2025年度】

■赤血球製剤＋全血製剤
620万単位

(R2年度研究626万)

■血小板製剤870万単位
(R2年度研究901万)

■血漿製剤205万単位
(R2年度研究215万)

推定需要単位数
（一般化線形モデルによる当てはめ

に基づく予測値）

令和2年度研究（献血推進2025）と比較して、血液製剤（血漿分画以外）需要推計値は低値であった
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一般化線形モデルによる
当てはめに基づく予測値

0-49歳

50-69歳

70歳以上

献血推進方策と血液製剤の需要予測に資する研究班（代表：田中 純子）
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【需要】血液製剤の需要と必要献血者数の予測

２）原料血漿量の需要予測
NDB（National Database）

【需要】血液製剤の需要と必要献血者数の予測

２）原料血漿量の需要予測
NDB（National Database）

NDB（National Database）NDB（National Database）

提供NDBデータ件数 2012年4月～2022年3月

レセプト ファイル数 レセプト数 総データ件数

医科レセプト 1,919 個 974,512,485 30,864,415,807 件 308.6億

DPCレセプト 2,032 個 51,330,641 11,518,982,099 件 115.2億

調剤レセプト 1,304 個 617,786,882 11,075,386,157 件 110.8億

総データ量 5,255 個 1,643,630,008   53,458,784,063 件 534.6億

実患者数（ID1算出※）17,152,678 人 約1,715万人
→ うち、免疫グロブリン製剤処方あり（医薬品コード55件）1,211,589人 約121万人

【NDB申請～提供】 ：2022年４月に厚生労働省へ利用申請 6月審査にて利用承諾 ⇒ 2023年7月末データ提供

【NDBレセプト抽出期間】 ：2012年4月～2022年3月

【NDB抽出条件】 ：血液製剤に関する医薬品コード（457件）を１度でも有したことがある患者（人）の全レセプト

※ ID1：保険者番号+被保険者番号+生年月日+性別（匿名化ハッシュ値）

医療保険のレセプトデータベース：国民の医療動向を全数に近い割合で評価可能
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【需要】血液製剤の需要と必要献血者数の予測

２）原料血漿量の需要予測
方法：国内製免疫グロブリン製剤の処方本数と必要原料血漿量の将来予測

【需要】血液製剤の需要と必要献血者数の予測

２）原料血漿量の需要予測
方法：国内製免疫グロブリン製剤の処方本数と必要原料血漿量の将来予測

NDB※から集計・算出

a) 免疫グロブリン
製剤別処方患者数

b) 免疫グロブリン
製剤別のべ処方本数

日本人人口

d)製剤別患者一人当た
りの処方本数

d)製剤別患者一人当た
りの推定処方本数

国勢調査人口・推計人口

b) 製剤別処方本数 / a)製剤別患者数

x) 製剤全体患者数 / 日本人人口

線形 回帰線形 回帰

2012

2013

2014

2015

2016

2017

2018

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

実
測

予
測

B) 製剤別推定のべ処
方本数

必要原料血漿量

男女・年齢５階級別に算出

※2012年４月ー2021年３月（10年間）血液製剤の処方があった実患者数17,152,678人分のレセプト

2026

2027

2028

2029

2030

2031
収率より換算

y)10万人当たりの推定患者数
× 将来推計人口A) 製剤別推定処方

患者数

c)製剤全体に占める製剤別
の推定処方患者数の割合

c)製剤全体に占める製剤
別の処方患者数の割合

a) 製剤別患者数 / x) 製剤全体患者数

線形 回帰

y)人口10万人当たり
の製剤全体処方患者数

将来推計人口
y)人口10万人当たりの
製剤全体推定処方患者数

z)製剤全体推定処方患
者数A) 製剤別推定処方患者数 ×

d) 製剤別患者一人当たりの
推定処方本数

c)製剤全体に占める製剤別の推定処方患者数の割合
× z)製剤全体推定処方患者数

x) 免疫グロブリン
製剤全体処方患者数

製剤全体
推定のべ処方本数
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のべ処方本数（本/2.5g換算） 予測値実測値

409,776 429,488 436,835 536,998 577,348 671,031 664,686 685,396 578,497 532,771 624,612 615,677 599,021 575,503 550,660 530,863 510,879 497,607 486,419 474,596 

415,216 426,877 458,557 231,264 243,087 
268,723 291,302 348,816 

301,839 285,101 237,699 217,802 197,789 177,915 159,564 143,977 129,780 117,729 106,963 97,399 

114,246 118,318 114,923 
135,811 170,083 

175,636 140,345 101,545 
66,718 

39,780 73,908 65,269 56,804 48,624 41,226 34,929 29,201 24,099 19,290 15,962 

466,092 
496,932 

547,921 721,827 691,169 
694,579 

884,552 888,021 
895,282 1,068,553 1,004,093 1,021,348 1,030,954 1,034,305 1,034,687 1,035,800 1,034,882 1,040,043 1,044,737 1,047,991 

1,116 677 
453 333 190 

139 
123 154 

193 
140 26 16 11 10 10 10 10 10 11 11 241 254 

529 177 136 
71 

211 56 
55 

21 29 25 22 20 17 15 14 13 12 11 1,406,687 
1,472,546 

1,559,218 1,626,411 1,682,013 
1,810,179 

1,981,219 
2,023,988 

1,842,583 
1,926,366 1,940,366 

1,920,137 
1,884,601 

1,836,376 

1,786,163 
1,745,593 

1,704,765 

1,679,501 
1,657,432 

1,635,971 

0
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献血推進方策と血液製剤の需要予測に資する研究班（代表：田中 純子）

献血グロブリン、献
血ポリグロビンは、
2023年度販売中止
であるが、2024年
度以降の他製品への
推定移行分とみなし
て計上している

処方患者数 （人） 予測値実測値

21,247 20,424 19,645 25,215 25,110 24,170 22,183 23,418 19,051 17,605 18,681 17,378 15,909 14,316 12,950 11,978 11,127 10,562 10,106 9,657 

32,865 33,347 34,449 17,323 15,568 18,766 20,751 23,756 
19,794 18,560 15,254 13,636 12,068 10,563 9,282 8,333 7,532 6,902 6,364 5,883 

12,480 12,052 11,284 
12,019 14,913 15,578 11,703 8,002 

5,347 3,129 5,418 4,561 3,754 3,006 2,381 1,900 1,487 1,142 835 649 

45,389 42,781 40,332 
45,830 40,112 35,121 39,307 34,937 

31,305 36,737 31,435 29,617 
27,835 26,126 24,661 23,586 22,683 22,058 21,532 21,035 

218 135 97 
76 43 27 28 36 

35 

58 61 55 
25 31 26 63 23 

17 

112,256 108,798 105,862 
100,488 95,775 93,686 94,034 90,172 

75,549 76,068 
70,808 

65,207 
59,578 

54,019 

49,283 45,803 

42,834 

40,671 38,842 37,229 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000
グロブリン/
ガンマグロブリン

献血グロブリン

献血ヴェノグロブリン

献血ポリグロビン

献血ベニロン

献血グロベニン

【需要】血液製剤の需要と必要献血者数の予測

２）原料血漿量の需要予測
国内製免疫グロブリン製剤の処方患者数とのべ処方本数・ NDB実測値と将来予測

【需要】血液製剤の需要と必要献血者数の予測

２）原料血漿量の需要予測
国内製免疫グロブリン製剤の処方患者数とのべ処方本数・ NDB実測値と将来予測

※：NDBのガイドラインに従い患者数10人未満の処方本数は非掲載

54,019人 42,834人

1,836,376本
1,704,765本



免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ製剤 単位 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
血液事業報告

より算出
供給量

（国内） 本/2.5g 1,618,400 1,666,400 1,752,000 1,852,800 1,819,200 2,008,800 2,192,400 2,190,400 2,020,400 2,246,000 
NDB算出値

処方量
(捕捉率)

本/2.5g 1,406,687(86.9%) 1,472,546(88.4%) 1,559,218(89.0%) 1,626,411(87.8%) 1,682,013(92.5%) 1,810,179(90.1%) 1,981,219(90.4%) 2,023,988(92.4%) 1,842,583(91.2%) 1,926,366(85.8%1.17倍)

令和4年度血液事業報告の免疫グロブリン製剤供給量（国内血漿由来）とNDB算出値の比較

NDB算出値は血液事業報告の85.8～92.5%にあたる

国内血漿由来の免疫グロブリン製剤
の供給量kgを2.5g/本に換算
5,615,000g÷2.5g ＝2,246,000本

※令和4年度版血液事業報告：001070474.pdf (mhlw.go.jp)
第４章 血液製剤の安定供給について 血漿分画製剤の供給状況

【需要】血液製剤の需要と必要献血者数の予測

２）原料血漿量の需要予測
令和4年度血液事業報告 国内製免疫グロブリン製剤供給量とNDB算出値の比較・予測範囲の設定

【需要】血液製剤の需要と必要献血者数の予測

２）原料血漿量の需要予測
令和4年度血液事業報告 国内製免疫グロブリン製剤供給量とNDB算出値の比較・予測範囲の設定

令和4年度血液事業報告に記載の免疫グロブリン製剤供給量

献血推進方策と血液製剤の需要予測に資する研究班（代表：田中 純子）

NDB算出値：患者処方量 ≠ 血液事業報告：販売業者や卸への供給、廃棄分を含む供給量

●原料血漿必要量算出 予測範囲
国内製剤予測（NDB）：NDB算出値
国内製剤予測：血液事業報告の供給量を換算 ※NDB算出値の1.17倍（2021年度の差分を適用）
自給率補正予測：国内製剤予測を期待自給率（95.3%：2009-2018年平均)により補正
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1,682,013 

1,810,179 

1,981,219 

2,023,988 

1,842,583 

1,926,366 

1,940,366 
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1,884,601 

1,836,376 

1,786,163 

1,745,593 

1,704,765 

1,679,501 

1,657,432 

1,635,971 
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3,000,000

万

免疫グロブリン処方本数

原料血漿(High予測 1.17倍)

原料血漿(Low予測)  

※原料血漿1ℓあたり
免疫グロブリン製剤
収率 2.0本 で換算

【需要】血液製剤の需要と必要献血者数の予測

２）原料血漿量の需要予測
【需要】血液製剤の需要と必要献血者数の予測

２）原料血漿量の需要予測

免疫グロブリン製剤
（本/2.5g）

原料血漿
（万ℓ）

実測値
予測値

2012～2021年度（コロナ禍含む）をもとにした 将来予測

将来予測 収率 単位 2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2028
年度

2029
年度

2030
年度

2031
年度

免疫グロブリン製剤
（NBD）

- 本/2.5g 1,940,366 1,920,137 1,884,601 1,836,376 1,786,163 1,745,593 1,704,765 1,679,501 1,657,432 1,635,971 

原
料
血
漿

国内製剤予測
（NDB）

2.0本
/ℓ

万ℓ
下段：ℓ

97.0 96.0 94.2 91.8 89.3 87.3 85.2 84.0 82.9 81.8 

970,183 960,069 942,300 918,188 893,082 872,796 852,383 839,751 828,716 817,986 

国内製剤予測
万ℓ

113.5 112.3 110.2 107.4 104.5 102.1 99.7 98.3 97.0 95.7 

自給率補正予測 131.0 129.6 127.2 123.9 120.6 117.8 115.1 113.4 111.9 110.4

NDB予測の
1.17倍

国内製剤予測

国内製剤予測
(NDB)

自給率 95.7 95.9 95.8 95.6 94.9 94.8 95.1 91.5 86.8 86.0 82.8

(期待自給率95.3%)
2009-2018の平均

国内製剤由来の

原料血漿 自給率補正予測

123.9
115.1

(NDB)
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需要
推計
結果

全血献血 成分献血

合計（人）200ML
献血
(人)

400ML
献血
(人)

血小板献血
(人)

血漿献血（人）

血漿製剤
製品用

原料血漿用
国内製剤予測～自給率補正予測

2021 123,449 3,201,539 858,460 192,065 855,158 ～ 984,258 5,230,671 ～ 5,359,771

2022 122,699 3,182,085 853,696 190,097 881,129 ～ 1,014,150 5,229,706 ～ 5,362,727

2023 121,712 3,156,484 847,277 187,777 868,252 ～ 999,329 5,181,502 ～ 5,312,579

2024 120,457 3,123,946 838,988 185,062 839,958 ～ 966,763 5,108,411 ～ 5,235,216

2025 119,084 3,088,331 829,862 182,185 797,636 ～ 918,052 5,017,098 ～ 5,137,514

2026 117,530 3,048,034 819,469 179,054 755,080 ～ 869,072 4,919,167 ～ 5,033,159

2027 115,769 3,002,376 807,622 175,632 726,780 ～ 836,499 4,828,179 ～ 4,937,898

2028 114,027 2,957,194 795,890 172,263 697,950 ～ 803,317 4,737,324 ～ 4,842,691

血液製剤需要予測（単位数）を「血液事業の
現状」の献血状況と供給状況をもとに、献血
者数に換算

免疫グロブリン需要で算出した
「原料血漿需要」から、全血献
血・血小板献血からの原料血漿
転用分を引いた需要量を、献血
者数に換算（血漿献血1回=原
料血漿0.48L）

血液製剤の需要に必要な献血本数（献血者数）血液製剤の需要に必要な献血本数（献血者数）

参考※R2年度研究班研究では
4,774,211～5,049,327(2025年)

献血推進方策と血液製剤の需要予測に資する研究班（代表：田中 純子）

【需要】血液製剤の需要と必要献血者数の予測

３）必要献血者数の算出
【需要】血液製剤の需要と必要献血者数の予測

３）必要献血者数の算出
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【供給】献血者数の予測

男性実献血率男性実献血率

女性実献血率女性実献血率

再現献血率再現献血率

再現献血率再現献血率

R2
COR=0.99

R2
COR=0.99

献
血

率
[%

]

献
血
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[%

]

献
血
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[%

]

献
血

率
[%

]

年齢 年齢

年齢 年齢

献血率についてのAPCモデルの
再現性が高いことが示された
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需要
推計
結果

全血献血 成分献血

合計（人）
APCモデル
による供給

推計
献血不足分（人）200ML

献血
(人)

400ML
献血
(人)

血小板献
血 (人)

血漿献血（人）

血漿製剤
製品用

原料血漿用
国内製剤予測～自給率補正予測

2021 123,449 3,201,539 858,460 192,065 855,158 ～ 984,258 5,230,671 ～ 5,359,771 4,933,275 297,396～ 426,496

2022 122,699 3,182,085 853,696 190,097 881,129 ～ 1,014,150 5,229,706 ～ 5,362,727 4,824,423 405,283～ 538,304

2023 121,712 3,156,484 847,277 187,777 868,252 ～ 999,329 5,181,502 ～ 5,312,579 4,713,860 467,642～ 598,719

2024 120,457 3,123,946 838,988 185,062 839,958 ～ 966,763 5,108,411 ～ 5,235,216 4,603,091 505,320～ 632,125

2025 119,084 3,088,331 829,862 182,185 797,636 ～ 918,052 5,017,098 ～ 5,137,514 4,490,461 526,637～ 647,053

2026 117,530 3,048,034 819,469 179,054 755,080 ～ 869,072 4,919,167 ～ 5,033,159 4,376,824 542,343～ 656,335

2027 115,769 3,002,376 807,622 175,632 726,780 ～ 836,499 4,828,179 ～ 4,937,898 4,261,056 567,123～ 676,842

2028 114,027 2,957,194 795,890 172,263 697,950 ～ 803,317 4,737,324 ～ 4,842,691 4,141,817 595,507～ 700,874

【目標値】2025年・2028年献血率目標値の算出

予測献血者数と献血率
（APCモデル【供給】）

不足分を若年層に案分 目標献血者数と献血率

2025年
16-19歳 204,923 4.7% 73,345 ～ 90,115 278,268 ～ 295,038 6.4%～ 6.7%
20-29歳 631,472 5.1% 226,013 ～ 277,691 857,485 ～ 909,163 6.9%～ 7.3%
30-39歳 635,009 4.8% 227,279 ～ 279,247 862,288 ～ 914,256 6.6%～ 7.0%

2028年
16-19歳 200,960 4.7% 90,150 ～ 106,100 291,110 ～ 307,060 6.8%～ 7.2%
20-29歳 566,672 4.7% 254,206 ～ 299,184 820,878 ～ 865,856 6.7%～ 7.1%
30-39歳 559,863 4.3% 251,151 ～ 295,589 811,014 ～ 855,452 6.3%～ 6.6%

2025年・2028年献血率目標値の算出

献血不足分の算出
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令和2~5年度 医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業
新たなアプローチ方法による献血推進方策と血液製剤の需要予測に資する研究（田中班）

平成30年度～令和2年度（30200501）

【免疫グロブリン需要予測】

【全需要予測】

【全供給予測】

令和3年度～令和5年度（21KC1005）

2012-2021年 NDB Data2012-2018年 NDB Data

【輸血用血液製剤（赤血球、血小板、
血漿）需要予測】

2010-2020年 日赤事業報告 Data
& 東京都輸血状況調査 Data

2010-2018年 日赤事業報告 Data
& 東京都輸血状況調査 Data

2006-2020年 日赤献血者Data2006-2018年 日赤献血者Data

H30-R2年度研究：Markov/Age-Cohortモデルによる予測
R3-R5年度研究：Age-Period-Cohortモデルによる予測
（コロナ禍影響を考慮するため）

男女･年齢別の処方状況をもとにした将来予測
（「患者1人あたりの処方本数」と「人口1人
当たりの処方患者数」の2種類の線形モデル）

年齢別の処方状況をもとにした将来予測
（一般化線形モデル）

処方本数： 2025年 189万本
（国内製剤）

2025年 107.4～123.4万L
2028年 99.7～115.1万L

【原料血漿（分画製剤）需要予測】 原料血漿必要量：2025年 94.3万L

2025年 184万本
2028年 170万本

必要献血者数：2025年 477~505万人 2025年 502～514万人
2028年 474～484万人

赤血球製剤：2025年 627万単位
血小板製剤：2025年 901万単位
血漿製剤： 2025年 25.8万L

2025年 620万単位 2028年594万単位
2025年 870万単位 2028年834万単位
2025年 24.7万L 2028年 23.3万L

献血者数：2025年 440~444万人 2025年 449万人
2028年 414万人

【献血者不足】 献血者数不足分：2025年 33~65万人 2025年 52~65万人
2028年 60~70万人 16



2025年目標値
（制定時）

2025目標値
（検証）

2028年目標値

献血推進
2025

日赤
R元予測

(ネガティブ予測
-ポジティブ予測)

田中班
H30~R2

研究

田中班
R3~R5研究

田中班
R3~R5研究

若年層(39歳以
下)で不足分を捕
捉する場合

16-39歳 6.7% 未 未 6.7-7.1% 6.5-6.9%

16-19歳 6.6% 6.4-6.6% 6.5-7.5% 6.4-6.7% 6.8-7.2%

20-29歳 6.8% 6.5-6.8% 6.9-8.1% 6.9-7.3% 6.7-7.1%

30-39歳 6.6% 6.3-6.6% 6.1-7.3% 6.6-7.0% 6.3-6.6%

全年齢で不足分
を捕捉する場合
（参考）

16-39歳 未 5.5-5.6% 5.2-5.3%

16-19歳 5.7-6.2% 5.2-5.4% 5.4-5.5%

20-29歳 6.0-6.7% 5.7-5.8% 5.3-5.4%

30-39歳 5.3-6.0% 5.4-5.5% 4.9-5.1%

今回、若年層の2025年度献血率目標値を算出すると6.7-7.1%となり、「献血推進2025」（6.7%）の修
正は不要と考えられた。
一方、2028年度目標値について同様に算出すると6.5-6.9%となり、「献血推進2025」目標値とほぼ同じ
値になると考えられた。

※2025目標値の検証と2028目標値の算出において、日本の将来推計人口（令和5年推計）を使用

「献血推進2025」献血率目標値の検証と2028年献血率目標値案
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まとめ
今回、コロナ禍の時期を含むデータを用いて、「献血推進2025」で掲げられた2025年の16-
39歳献血率目標値を、再度算出したところ

16-39歳目標献血率：6.7-7.1% （献血推進2025目標値：6.7%）
16-19歳：6.4-6.7%（献血推進2025：6.6%）
20-29歳：6.9-7.3%（同：6.8%）
30-39歳：6.6-7.0%（同：6.6%） となった。

コロナ禍中に、様々な取り組みにより40歳以上の献血者数が増加したが、需要と供給の差によ
る献血者の不足分がR2予測値より増加した。その結果、不足分を若年層で補うとした場合の目
標献血率はやや高めに算出されたが、献血推進2025の目標献血率の修正は不要と考えられた。

同様の算出を行い、2028年献血率目標値を算出した：
16-39歳目標献血率：6.5-6.9%

16-19歳：6.8-7.2%
20-29歳：6.7-7.1%
30-39歳：6.3-6.6%

献血率目標値には、コロナ禍の影響が示唆され、2022年以後のデータを元に再度目標値を算出
することが必要と考えられた。
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